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第 1章 包括外部監査の概要 

 

1  外部監査の種類 

地方自治法第 252条の37第 1項に基づく包括外部監査 

 

2  監査の対象年度 

原則として、令和 5年度。ただし、必要に応じて他年度も監査対象とした。 

 

3  包括外部監査人及び補助者 

名古屋市包括外部監査人 新開  章（税理士） 

同補助者        米津 覚登（税理士） 

同補助者        片山映理子（税理士） 

同補助者        髙井 正樹（税理士） 

同補助者        筒井 敬士（公認会計士・税理士） 

同補助者        河口 航平（弁護士） 

同補助者        竹中 雅史（弁護士） 

同補助者        平松 卓也（弁護士） 

同補助者        中西 敏夫（弁護士） 

 

4  選定した特定の事件（監査テーマ） 

「名古屋市の包括外部監査の結果に対する措置状況」 

 

5  選定した理由及び監査対象 

名古屋市では、平成11年より包括外部監査を実施し、各年度の様々なテー

マに関して、多くの指摘や意見が公表されてきた。 

また、地方自治法第 252条の38第 6項の規定により、包括外部監査人から

の監査の結果に関する報告の提出を受けた包括外部監査対象団体の長らは、

当該監査の結果に基づき、又は当該監査の結果を参考として措置を講じたと

きは、その旨を監査委員に通知し、監査委員は、その通知に係る事項を公表

しなければならないとされている。 
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包括外部監査制度の趣旨に照らせば、行政の合規性の確保と効率性・有効

性・経済性の向上のため、監査結果については真摯に受け止め、対処するこ

とが市民の期待に応えるために必須である。 

従って、名古屋市が監査結果に対してどのような措置を講じ、それが行財

政運営にどう活かされているかを検証する事もまた、非常に重要な監査テー

マであり、包括外部監査制度の機能の充実にも繋がると考え、今年度の監査

テーマに選定した。 

 

6  利害関係 

包括外部監査人及び補助者は、いずれも監査の対象とした事件について地

方自治法第 252条の29の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

7  監査の期間 

自 令和 6年 6月 4日 至 令和 7年 2月 4日 

 

8  監査の手続 

監査の結果から措置状況の公表に至るまでの事務を確認するため、監査事

務局監査管理課に対し、ヒアリングを行った。 

その上で、平成16年度から令和 4年度までの包括外部監査結果報告書と、

同報告書に記載された指摘又は意見に対する措置状況を検討し、ヒアリング

対象とする措置状況を選定した。 
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ヒアリング実施日 

月日 所管課・公所 

（かっこ内の数字は選定した措置状況の数） 

課・

公所

の合

計 

選定

した

措置

状況

の合

計 

8/19 会計室会計課(3)、防災危機管理局危機対策課(1)、

スポーツ市民局：地域振興課(1)、地域安全推進課

(1)、消費生活課(1)、スポーツ振興課(3)、観光文化

交流局国際交流課(8)、千種区企画経理課(1)、西区

地域力推進課(1)、中区地域力推進課(1)、名東区総

務課(1) 

11 22 

8/20 会計室会計課(1)、スポーツ市民局住民課(2)、健康

福祉局：障害者支援課(3)、健康増進課(1)、八事霊

園・斎場管理事務所(2)、交通局：営業課(1)、資産

活用課(7)、駅務課(1)、中川区民生子ども課(2)、緑

区市民課(1)、名東区市民課(1)  

11 22 

8/26 観光文化交流局文化芸術推進課(9)、健康福祉局介護

保険課(6)、熱田区：総務課(2)、保険年金課(1)、天

白区保険年金課(4)、教育委員会：学校保健課(8)、

教育センター(1)  

7 31 

8/29 環境局：職員課(3)、資源循環推進課(1)、作業課

(4)、工場課(4)、緑政土木局：総務課(1)、企画経理

課(1)、河川工務課(1)、緑地管理課(1)、緑地利活用

課(3)、緑地維持課(1)、熱田土木事務所(2)、緑土木

事務所(2)、東山総合公園(4) 

13 28 
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9/2 スポーツ市民局スポーツ戦略課(3)、健康福祉局：地

域ケア推進課(4)、保険年金課(10)、環境局：作業課

(1)、施設課(5)、緑政土木局：中村土木事務所(1)、

港土木事務所(1)、緑区民生子ども課(1) 

8 26 

9/4 上下水道局：労務課(3)、契約監理課(11)、経営企画

課(1)、経理課(7)、情報システム課(3)、給排水設備

課(3)、技術管理課(4)、配水課(2)、配水設計課

(2)、施設管理課(6)、浄水管理課(4) 

11 46 

9/5 総務局総務課(1)、スポーツ市民局スポーツ施設課

(7)、中区保険年金課(1)、教育委員会：教育環境整

備課(7)、学校施設課(5)、教職員課(3)、義務教育課

(1)、博物館(7)、科学館(1)  

9 33 

9/11 経済局：産業企画課(3)、労働企画課(2)、中小企業

振興課(4)、地域商業課(6)、中央卸売市場南部市場

(1)、次世代産業振興課(4)、産業立地交流課(6)、工

業研究所(1)、観光文化交流局ＭＩＣＥ推進課(2)、

緑政土木局：用地管理課(4)、南土木事務所(2) 

11 35 

9/19 財政局：財産管理課(4)、資産経営課(7)、スポーツ

市民局区政課(1)、観光文化交流局：観光推進課

(7)、歴史まちづくり推進課(3)、名古屋城総合事務

所(9)、西区民生子ども課(2)、中村区企画経理課

(1)、中区市民課(2)、昭和区市民課(1)  

10 37 

9/24 健康福祉局：地域ケア推進課(3)、介護保険課(1)、

観光文化交流局文化芸術推進課(2)、住宅都市局：住

宅管理課(15)、まちづくり企画課(1)、名港開発振興

課(2)、上下水道局：資産活用課(11)、料金課(7) 

8 42 
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10/1 健康福祉局：高齢福祉課(4)、介護保険課(4)、保護

課(10)、緑政土木局道路利活用課(3)、消防局：施設

課、総務課、消防団課、規制課、港消防署(10)、中

村区市民課(1)、熱田区市民課(1)、教育委員会：学

事課(4)、高等学校教育課(3) 

13 40 

10/4 子ども青少年局：保育企画課 (19)、保育運営課

(29)、子ども未来企画課(9)、教育委員会鶴舞中央図

書館(3)  

4 60 

10/7 住宅都市局：交通企画・モビリティ都市推進課(2)、

住宅整備課(3)、市街地整備課(1)、緑都市整備事務

所(4)、都心まちづくり課(4)、天白区総務課(7)  

6 21 

10/10 総務局市政資料館(1)、子ども青少年局子ども福祉課

(2)、監査事務局監査管理課(1) 

3 4 

10/15 総務局：行政改革推進課(2)、法制課(1)、デジタル

改革推進課(2)、給与課(4)、安全衛生課(1)、健康福

祉局総務課(1)、子ども青少年局子育て支援課(2)、

緑政土木局都市農業課(5) 

8 18 

合計  133 465 

 

 選定した措置状況について、所管課・公所に対し、ヒアリングを行った。 

 

 ヒアリングを踏まえ、提供された書類の監査や追加ヒアリングを行った。 

 

『監査の結果』として、【指摘】又は【意見】を記載した。 

  

本監査は、これまでの名古屋市の包括外部監査の結果に対する措置状況のあ

り方及びその後の事務を監査するという視点から、 
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6 

【指摘】とは、合規性の観点から問題があり、又は経済性、効率性、有効性、

公平性、公益性の観点に照らして妥当性を欠いており、改善すべきと考えるも

のと定義し、 

【意見】とは、合規性、経済性、効率性、有効性、公平性、公益性の観点に

照らして、改善することが望ましいと考えるものと定義する。 

 

【事実関係】は、【指摘】又は【意見】の前提又は根拠となるものである。 

なお、第 3章各論の【事実関係】の冒頭には、表形式により、「過去の監査

結果」として、過去の包括外部監査結果報告書における指摘又は意見を抜粋し

て記載し、「措置状況」として、市が指摘に対する措置を講じた当時に監査委

員へ通知した内容を記載し、「対応状況」として、市が意見への対応状況を監

査委員へ報告した当時の内容を記載した。 
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第 2章 総論 

 

1  包括外部監査に関する地方自治法の定め 

包括外部監査の結果、その措置に関して、地方自治法では、次のように定め

られている。 

 

包括外部監査人は、包括外部監査契約で定める期間内に、監査の結果に関す

る報告を決定し、これを包括外部監査対象団体の議会、長等に提出しなければ

ならず、監査委員は、監査の結果に関する報告の提出があったときは、これを

公表しなければならない（第 252条の37第 5項、第 252条の38第 3項）。 

監査の結果に関する報告の提出があった場合において、提出を受けた包括外

部監査対象団体の議会、長等は、その監査の結果に基づき、又は当該監査の結

果を参考として措置を講じたときは、その旨を監査委員に通知し、通知があっ

た場合において、監査委員は、当該通知に係る事項を公表しなければならない

（第 252条の38第 6項）。 

 

 法では、包括外部監査の結果に対して措置を講じることを義務づけていない

が、措置を講じた際には、監査委員を通じて措置の公表を行うことを義務づけ

ている。 

 

 また、包括外部監査人は、監査の結果に関する報告に添えてその意見を提出

することができるとされている（第 252条の38第 2項）。 

 

「添える意見」に関して、法は、特に対応を行った場合の監査委員への報告

義務、報告を受けた際に監査委員が公表する義務を設けていない。 

ただ、公表義務の如何は別にして、その対応が公表されない限り、行政の対

応がされているかどうかは、外部からは確認のしようがない。 
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る報告を決定し、これを包括外部監査対象団体の議会、長等に提出しなければ

ならず、監査委員は、監査の結果に関する報告の提出があったときは、これを

公表しなければならない（第 252条の37第 5項、第 252条の38第 3項）。 

監査の結果に関する報告の提出があった場合において、提出を受けた包括外

部監査対象団体の議会、長等は、その監査の結果に基づき、又は当該監査の結

果を参考として措置を講じたときは、その旨を監査委員に通知し、通知があっ

た場合において、監査委員は、当該通知に係る事項を公表しなければならない

（第 252条の38第 6項）。 

 

 法では、包括外部監査の結果に対して措置を講じることを義務づけていない

が、措置を講じた際には、監査委員を通じて措置の公表を行うことを義務づけ

ている。 

 

 また、包括外部監査人は、監査の結果に関する報告に添えてその意見を提出

することができるとされている（第 252条の38第 2項）。 

 

「添える意見」に関して、法は、特に対応を行った場合の監査委員への報告

義務、報告を受けた際に監査委員が公表する義務を設けていない。 

ただ、公表義務の如何は別にして、その対応が公表されない限り、行政の対

応がされているかどうかは、外部からは確認のしようがない。 
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2  名古屋市の包括外部監査結果報告に対する取扱い 

 

市は、「外部監査結果に係る措置状況の報告の求め及び公表の取扱いについ

て」を定めている。 

これによると、措置状況の報告の求めとして、 

1   監査委員は、外部監査結果に関する報告の提出を受けた者に対し、期限

を定めて、措置状況の報告を求めるものとする。  

2   前項に規定する措置状況の報告は、次に掲げるものとする。  

(1) 市長その他の執行機関（市会事務局を監査の対象とする場合にあっては

議長。以下「市長等」という。）に対し指摘を行った事項（以下「要措置

事項」という。）のうち市長等が措置を講じた事項にあっては当該措置の

内容の通知（以下「措置通知」という。）  

(2) 要措置事項のうち市長等が措置を講じていない事項にあってはその理由

（以下「未措置理由」という。）等の報告 

と規定されている。 

また、外部監査結果に係る措置状況の報告を求める時点は、 

区分 措置状況の報告を求める時点 

初回 外部監査結果に関する報告を公表した日から 3月経過後の 2

月又は 8月のうちいずれか先に到来する月の末日 

2回目以降 前回の措置状況の報告を求める時点から 6月経過後の 2月又

は 8月の末日 

とされ、要措置事項のうち市長等が措置を講じていない事項がある場合におい

ては、その事項を監査の範囲とする監査委員監査実施まで管理し、これ以後は

監査委員監査に引き継ぐものとされている。 

ただし、初回の措置状況の報告を求める時点より前に要措置事項を監査の範

囲とする監査委員監査を実施する場合には、初回の措置状況の報告は求めるも

のとされている。  

なお、措置状況の公表について、監査委員は、外部監査結果に係る措置状況

の報告があったときは、当該措置状況を名古屋市公報への登載及び市公式ウェ
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ブサイトへの掲載によって公表し、未措置理由等の報告にあっては、市公式ウ

ェブサイトへの掲載によって公表するものとされている。 

 

市は、令和 5年 3月31日までは、「監査の結果に関する報告に添える意見の

対応状況の報告の求めについて」により、次のように取り扱っていた。 

包括外部監査の結果に関する報告に添える意見に係る対応状況の報告の求め

として、監査委員は、市長その他の執行機関（市会事務局を監査の対象とする

場合にあっては議長。）に対し、包括外部監査の結果に関する報告に添える意

見について、その対応状況の報告を求めるものとする。なお、対応状況報告は

公表しない。 

包括外部監査の結果に関する報告に添える意見に係る対応状況の報告の求め

の時点について、初回は、外部監査結果に関する報告を公表した日から 3月経

過後の 2月又は 8月のうちいずれか先に到来する月の末日まで、 2回目以降

は、前回の措置状況の報告を求める時点から 6月経過後の 2月又は 8月の末日

までとされていた。 

令和 5年 4月 1日以降、「監査の結果に関する報告に添える意見の対応状況

の報告の求めについて」が廃止され、包括外部監査の結果に関する報告に添え

る意見に係る対応状況については、監査委員への報告を求めない取扱いとなっ

ている。 
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(1) 名古屋市の「意見」の取扱いについて 

・包括外部監査の結果に対する市の取り組みの公表の観点から 

  

市はこれまで、包括外部監査結果報告書に記載されている「意見」について

も、指摘と同様に、担当課において対応を図り、「対応状況」として監査委員

に報告していたものの、外部へは公表していなかった。 

しかしながら、包括外部監査制度が、地方公共団体の監査機能の専門性・独

立性の強化を図るとともに、監査機能に対する住民の信頼を高めるために導入

されたものであることに鑑みれば、住民が広く市の取組状況を知る機会を設け

るべきと考えられる。 

「意見」への対応状況について、公表が義務づけられていないとはいえ「意

見」への対応状況を公表している地方公共団体からは、住民に対する説明責任

を積極的に果たす姿勢が感じられる。 

 なお、他の政令指定都市の包括外部監査ウェブサイトへの掲載状況は、次の

とおりであった。仙台市を除き、意見への対応状況についても公表がされてい

る。 

掲載年数について、中央値は16年、平均値は14年であった。 

 政令指定都市 掲載している年数 措置状況等の公表 

1 堺市  3年 指摘、意見を公表 

2 熊本市  3年 指摘、意見を公表 

3 大阪市  4年 指摘、意見を公表 

4 福岡市  5年 指摘、意見を公表 

5 静岡市  5年 指摘、意見を公表 

6 さいたま市  6年 指摘、意見を公表 

7 浜松市  6年 指摘、意見を公表 

8 相模原市  6年 

（措置状況は23年） 

指摘、意見を公表 

9 札幌市 12年 指摘、意見を公表 
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10 千葉市 16年 指摘、意見を公表 

11 広島市 18年 指摘、意見を公表 

12 新潟市 18年 指摘、意見を公表 

13 京都市 20年 指摘、意見を公表 

14 神戸市 22年 指摘、意見を公表 

15 北九州市 22年 指摘、意見を公表 

16 川崎市 25年 指摘、意見を公表 

17 横浜市 25年 指摘、意見を公表 

18 仙台市 25年 指摘を公表 

19 岡山市 25年 指摘、意見を公表 

 本監査で、平成16年度から令和 4年度までの包括外部監査の結果に対する措

置状況を監査した結果、名古屋市においては、「指摘」への措置のみならず、

「意見」への対応状況についても、監査委員に報告されていた。 

 

【意見】監査事務局監査管理課 

 市は、「意見」への対応状況を公表することで、包括外部監査の結果をどの

ように行政運営の改善に生かしているかを広く住民に知らせることができ、説

明責任を積極的に果たす姿勢を示すことができる。 

 これまでも、「意見」については、「指摘」と同様に、各局でしっかりと対

応してきたのであるから、今後は、「意見」への対応状況についても、積極的

に公表することが強く望まれる。 
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(2) 包括外部監査結果報告書及び措置状況に係るウェブサイトへの掲載方法 

  

市は、包括外部監査結果報告書及び措置状況を、名古屋市公報に掲載する方

法により公表しているほか、市公式ウェブサイト中の包括外部監査のページに

おいて、直近 3年分を掲載している。 

 

【意見】監査事務局監査管理課 

 名古屋市公報については、平成16年 1月以降に発行されたものが市公式ウェ

ブサイトに掲載されているが、確認したい年度の包括外部監査結果報告書及び

その措置状況にたどり着くのは難しい。 

市公式ウェブサイト中の包括外部監査のページにおいては、直近 3年分が掲

載されているが、包括外部監査の結果に対する措置を講じるまでに 3年を超え

るケースも考えられる。他の政令指定都市の掲載年数の中央値が16年、平均値

が14年であることも参考に、掲載年数を延ばすことを検討されたい。 
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3  総括 

 

(1) 監査結果の指摘・意見の数 

   監査結果の指摘・意見の数は以下のとおりである。 

 指摘 意見 

総論 0 2 

各論 14 36 

合計 14 38 

 

(2) 対象部局別の指摘・意見の数 

監査結果の対象部局別の指摘・意見の数は以下のとおりである。 

 対象部局 指摘 意見 

総論 監査事務局 0 2 

各論 会計室 0 1 

財政局 0 1 

スポーツ市民局 1 3 

経済局 0 2 

観光文化交流局 2 4 

環境局 1 0 

健康福祉局 4 5 

子ども青少年局 1 0 

住宅都市局 0 3 

緑政土木局 2 0 

上下水道局 0 8 

消防局 0 1 

区役所 1 2 

教育委員会 2 6 

合計  14 38 
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(3) 指摘・意見に対する措置・対応の取組状況 

監査の実施に先立ち、包括外部監査に関する市の公表資料を確認したところ、 

意見への対応状況が公表されておらず、また、公表されている措置通知におい

て具体性に欠けていると思われるものが見受けられたことから、過去の包括外

部監査結果への措置状況について、監査を実施することとした。 

その結果、過去の包括外部監査の結果に対する措置・対応については、大半

の所属において、既に問題の解決が図られていることや、原因追及・分析を経

て一定の実効性が期待できる対策に取り組んでいることが確認され、総合的に

は、適切に実施されていたと評価できる。 

その上で、監査において気になったいくつかの点について示したい。 

まず、外部監査の指摘・意見のうち、予算を伴う事項や他の課と協議して対

応する必要がある事項、全庁的に議論しなければならないような事項について

は、全庁的に連携して対応するなど、課題解決に取り組んでいただきたい。 

次に、当時の「措置」は適切であったが、その後十分な引継ぎがなされてい

ないと感じられるケースがあったことから、事案の再発防止のためにも、問題

意識を引き継ぎ、改善内容を継続することが重要である。 

監査人としては、市は、問題意識を持って、指摘・意見への措置・対応を実

施しているのだから、それをしっかりと公表し、市民が確認できる仕組みを整

えるとともに、包括外部監査の更なる活用につなげていただきたいと願うもの

である。 

最後に、本監査において、どの課もしっかりと対応していただいたことにつ

いて、御礼申し上げる。 

 

 

※巻末に、指摘・意見一覧表を添付している。具体的事例については、報告書

中の各論にてご確認いただきたい。 
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こ

と
も

参
考

に
、

掲
載

年
数

を
延

ば
す

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。

0
2

【
総

論
】

指
摘

及
び

意
見

一
覧

【
総

論
】

指
摘

・
意

見
数

番
号

巻
末

1



局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容

2
（

1
）

監
査

事
務

局
監

査
管

理
課

1
0

●

　
市

は
、

「
意

見
」

へ
の

対
応

状
況

を
公

表
す

る
こ

と
で

、
包

括
外

部
監

査
の

結
果

を
ど

の
よ

う
に

行
政

運
営

の
改

善
に

生
か

し
て

い
る

か
を

広
く

住
民

に
知

ら
せ

る
こ

と
が

で
き

、
説

明
責

任
を

積
極

的
に

果
た

す
姿

勢
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。
　

こ
れ

ま
で

も
、

「
意

見
」

に
つ

い
て

は
、

「
指

摘
」

と
同

様
に

、
各

局
で

し
っ

か
り

と
対

応
し

て
き

た
の

で
あ

る
か

ら
、

今
後

は
、

「
意

見
」

へ
の

対
応

状
況

に
つ

い
て

も
、

積
極

的
に

公
表

す
る

こ
と

が
強

く
望

ま
れ

る
。

2
（

2
）

監
査

事
務

局
監

査
管

理
課

1
2

●

　
名

古
屋

市
公

報
に

つ
い

て
は

、
平

成
1
6
年

 
1
月

以
降

に
発

行
さ

れ
た

も
の

が
市

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

が
、

確
認

し
た

い
年

度
の

包
括

外
部

監
査

結
果

報
告

書
及

び
そ

の
措

置
状

況
に

た
ど

り
着

く
の

は
難

し
い

。
 
 
市

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

中
の

包
括

外
部

監
査

の
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

は
、

直
近

 
3
年

分
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
が

、
包

括
外

部
監

査
の

結
果

に
対

す
る

措
置

を
講

じ
る

ま
で

に
 
3
年

を
超

え
る

ケ
ー

ス
も

考
え

ら
れ

る
。

他
の

政
令

指
定

都
市

の
掲

載
年

数
の

中
央

値
が

1
6
年

、
平

均
値

が
1
4
年

で
あ

る
こ

と
も

参
考

に
、

掲
載

年
数

を
延

ば
す

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。

0
2

【
総

論
】

指
摘

及
び

意
見

一
覧

【
総

論
】

指
摘

・
意

見
数

番
号

局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容

1
1

会
計

室
-

1
5

●

　
熱

田
区

で
は

、
総

務
課

及
び

企
画

経
理

課
が

全
て

の
課

に
対

し
て

調
査

を
実

施
す

る
な

ど
、

指
摘

に
対

し
て

適
切

に
措

置
が

図
ら

れ
て

い
た

。
　

な
お

、
保

険
年

金
課

で
は

、
口

頭
に

よ
る

周
知

に
加

え
、

領
収

書
冊

の
表

紙
に

注
意

書
き

を
貼

付
し

、
未

使
用

分
の

処
理

を
即

座
に

領
収

書
使

用
者

が
確

認
で

き
る

よ
う

な
方

法
が

と
ら

れ
て

い
た

。
こ

の
方

法
は

実
務

的
に

、
よ

り
実

効
性

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
こ

の
よ

う
に

、
よ

り
実

効
性

の
あ

る
措

置
に

つ
い

て
は

、
会

計
室

を
通

じ
て

措
置

の
内

容
を

共
有

し
、

全
市

的
に

取
り

組
み

を
進

め
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

2
1

財
政

局
財

産
管

理
課

、
資

産
経

営
課

1
8

●

　
平

成
2
3
年

度
の

監
査

の
結

果
を

踏
ま

え
、

売
却

と
い

う
措

置
は

と
ら

れ
て

い
た

が
、

「
市

と
し

て
利

用
す

る
見

込
み

が
な

い
土

地
を

2
0
年

以
上

保
有

し
、

こ
れ

か
ら

も
こ

れ
を

維
持

す
る

た
め

の
作

業
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

適
切

な
も

の
と

は
い

え
な

い
」

と
の

視
点

か
ら

す
れ

ば
、

協
議

会
で

売
却

の
方

針
を

決
定

し
た

土
地

が
、

売
却

さ
れ

な
い

ま
ま

何
年

も
経

過
し

て
い

た
こ

と
は

望
ま

し
く

な
い

。
　

行
政

財
産

は
行

政
の

執
行

に
最

も
適

合
す

る
よ

う
に

有
効

利
用

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

原
則

が
あ

り
、

用
途

を
廃

止
す

る
こ

と
を

予
定

し
て

い
る

も
の

の
利

用
に

関
す

る
こ

と
を

協
議

会
で

協
議

及
び

調
整

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

、
有

効
利

用
し

て
い

な
い

行
政

財
産

に
つ

い
て

は
、

用
途

の
廃

止
を

予
定

す
る

も
の

と
し

て
、

早
期

に
協

議
会

に
調

整
依

頼
を

す
べ

き
で

あ
り

、
売

却
の

方
針

を
決

定
し

た
の

で
あ

れ
ば

、
速

や
か

に
用

途
を

廃
止

し
て

売
却

す
べ

き
で

あ
る

。
　

協
議

会
に

よ
る

方
針

が
決

定
し

た
後

に
方

針
に

沿
っ

た
措

置
が

さ
れ

て
い

る
か

財
政

局
で

把
握

し
、

措
置

が
さ

れ
て

い
な

い
の

で
あ

れ
ば

必
要

な
措

置
が

さ
れ

る
よ

う
調

整
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
1

ス
ポ

ー
ツ

市
民

局
消

費
生

活
課

2
1

●

　
当

該
補

助
金

は
、

な
ご

や
消

費
者

団
体

連
絡

会
及

び
愛

知
消

費
者

協
会

以
外

の
団

体
に

交
付

さ
れ

た
実

績
は

な
い

。
　

ま
た

、
平

成
2
3
年

度
以

降
に

交
付

の
実

績
が

な
い

と
の

事
実

か
ら

、
当

該
補

助
金

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
2

ス
ポ

ー
ツ

市
民

局
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

2
4

●

　
提

出
期

限
が

設
け

ら
れ

た
こ

と
は

指
摘

に
対

す
る

措
置

と
い

え
る

が
、

そ
の

提
出

期
限

が
守

ら
れ

て
い

な
い

。
　

適
切

な
補

助
金

事
務

執
行

の
た

め
、

当
該

要
綱

に
し

た
が

っ
て

、
事

業
者

へ
の

指
導

を
徹

底
し

、
期

限
内

に
事

業
報

告
書

を
提

出
さ

せ
る

よ
う

改
善

す
べ

き
で

あ
る

。

【
各

論
】

番
号

巻
末

2



局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

3
3

ス
ポ

ー
ツ

市
民

局
ス

ポ
ー

ツ
戦

略
課

2
6

●

　
平

成
2
5
年

度
の

監
査

の
結

果
は

、
本

件
負

担
金

が
、

事
業

の
経

費
に

充
て

ら
れ

る
も

の
で

あ
り

、
実

質
的

に
み

て
補

助
金

と
し

て
の

性
質

が
多

分
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
補

助
金

と
同

様
に

、
交

付
要

綱
を

定
め

る
な

ど
し

て
支

出
の

根
拠

を
明

確
に

す
る

こ
と

、
収

支
の

透
明

性
を

高
め

る
こ

と
を

求
め

る
も

の
で

あ
っ

た
。

　
こ

れ
に

対
し

、
市

は
、

本
件

負
担

金
に

つ
い

て
の

交
付

要
綱

を
定

め
る

こ
と

は
せ

ず
、

支
出

の
根

拠
に

つ
い

て
は

名
古

屋
市

シ
テ

ィ
マ

ラ
ソ

ン
に

か
か

る
経

費
と

し
て

算
出

し
、

決
算

に
お

い
て

領
収

書
等

の
チ

ェ
ッ

ク
を

す
る

こ
と

で
適

切
な

収
支

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
が

、
決

算
書

上
は

そ
の

支
出

の
対

応
関

係
は

明
確

で
な

か
っ

た
。

　
本

件
負

担
金

は
、

法
律

や
契

約
等

に
よ

る
義

務
と

し
て

負
担

す
る

も
の

で
は

な
く

、
市

が
構

成
員

と
な

っ
て

い
る

団
体

の
運

営
費

と
し

て
負

担
す

る
も

の
で

も
な

く
、

「
マ

ラ
ソ

ン
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

ナ
ゴ

ヤ
・

愛
知

2
0
2
4
」

と
い

う
事

業
の

経
費

に
充

て
る

た
め

に
支

出
し

て
い

る
も

の
で

あ
る

。
　

会
計

上
、

補
助

金
と

区
分

す
る

か
、

負
担

金
と

区
分

す
る

か
は

さ
て

お
き

、
本

件
負

担
金

は
、

ど
の

よ
う

な
経

費
に

対
し

て
支

出
し

て
い

る
の

か
、

そ
の

対
応

関
係

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
4

ス
ポ

ー
ツ

市
民

局
区

政
課

3
3

●

　
財

源
の

一
本

化
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

現
時

点
で

一
本

化
に

は
至

っ
て

な
い

。
そ

う
で

あ
れ

ば
、

次
期

「
区

の
あ

り
方

基
本

方
針

」
の

検
討

の
中

で
、

自
主

的
・

主
体

的
な

区
政

運
営

費
と

区
の

特
性

に
応

じ
た

ま
ち

づ
く

り
事

業
費

の
区

分
、

財
源

、
基

金
と

の
関

係
に

つ
い

て
改

め
て

見
直

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

4
1

経
済

局
地

域
商

業
課

3
6

-
-

※
次

行
に

お
い

て
合

わ
せ

て
記

載

4
2

経
済

局
地

域
商

業
課

3
9

●

　
優

先
的

な
耐

震
対

策
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

徳
川

公
設

市
場

に
お

い
て

は
、

耐
震

対
策

が
予

定
さ

れ
て

い
な

い
以

上
、

今
後

も
耐

震
上

の
問

題
が

解
消

さ
れ

る
こ

と
は

な
く

、
む

し
ろ

リ
ス

ク
が

増
大

し
続

け
る

こ
と

に
な

る
。

ま
た

、
近

隣
に

民
間

の
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

、
ス

ー
パ

ー
が

多
く

存
在

し
、

徳
川

公
設

市
場

が
廃

止
と

な
っ

て
も

食
料

品
等

の
供

給
の

影
響

が
ほ

ぼ
な

い
と

い
う

の
が

状
況

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
徳

川
公

設
市

場
に

お
い

て
は

耐
震

性
の

懸
念

が
あ

る
こ

と
に

加
え

、
公

設
市

場
の

目
的

で
あ

る
「

消
費

生
活

の
安

定
向

上
」

を
、

民
間

事
業

者
に

よ
り

果
す

こ
と

が
可

能
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

廃
止

す
る

た
め

の
要

件
を

明
確

に
定

め
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

4
3

経
済

局
地

域
商

業
課

4
2

●
　

長
期

間
空

き
店

舗
と

な
っ

て
い

る
公

設
市

場
が

現
在

も
存

在
す

る
た

め
、

改
め

て
有

効
利

用
す

る
よ

う
に

努
め

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
1

観
光

文
化

交
流

局
国

際
交

流
課

4
5

●
　

後
日

、
対

応
方

法
が

適
切

で
あ

っ
た

か
な

ど
を

検
証

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
も

、
委

託
業

者
の

報
告

か
ら

対
応

策
の

実
施

ま
で

、
そ

の
内

容
や

判
断

基
準

を
書

類
と

し
て

作
成

す
る

べ
き

で
あ

る
。

巻
末

3



局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

3
3

ス
ポ

ー
ツ

市
民

局
ス

ポ
ー

ツ
戦

略
課

2
6

●

　
平

成
2
5
年

度
の

監
査

の
結

果
は

、
本

件
負

担
金

が
、

事
業

の
経

費
に

充
て

ら
れ

る
も

の
で

あ
り

、
実

質
的

に
み

て
補

助
金

と
し

て
の

性
質

が
多

分
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
補

助
金

と
同

様
に

、
交

付
要

綱
を

定
め

る
な

ど
し

て
支

出
の

根
拠

を
明

確
に

す
る

こ
と

、
収

支
の

透
明

性
を

高
め

る
こ

と
を

求
め

る
も

の
で

あ
っ

た
。

　
こ

れ
に

対
し

、
市

は
、

本
件

負
担

金
に

つ
い

て
の

交
付

要
綱

を
定

め
る

こ
と

は
せ

ず
、

支
出

の
根

拠
に

つ
い

て
は

名
古

屋
市

シ
テ

ィ
マ

ラ
ソ

ン
に

か
か

る
経

費
と

し
て

算
出

し
、

決
算

に
お

い
て

領
収

書
等

の
チ

ェ
ッ

ク
を

す
る

こ
と

で
適

切
な

収
支

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
が

、
決

算
書

上
は

そ
の

支
出

の
対

応
関

係
は

明
確

で
な

か
っ

た
。

　
本

件
負

担
金

は
、

法
律

や
契

約
等

に
よ

る
義

務
と

し
て

負
担

す
る

も
の

で
は

な
く

、
市

が
構

成
員

と
な

っ
て

い
る

団
体

の
運

営
費

と
し

て
負

担
す

る
も

の
で

も
な

く
、

「
マ

ラ
ソ

ン
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

ナ
ゴ

ヤ
・

愛
知

2
0
2
4
」

と
い

う
事

業
の

経
費

に
充

て
る

た
め

に
支

出
し

て
い

る
も

の
で

あ
る

。
　

会
計

上
、

補
助

金
と

区
分

す
る

か
、

負
担

金
と

区
分

す
る

か
は

さ
て

お
き

、
本

件
負

担
金

は
、

ど
の

よ
う

な
経

費
に

対
し

て
支

出
し

て
い

る
の

か
、

そ
の

対
応

関
係

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
4

ス
ポ

ー
ツ

市
民

局
区

政
課

3
3

●

　
財

源
の

一
本

化
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

現
時

点
で

一
本

化
に

は
至

っ
て

な
い

。
そ

う
で

あ
れ

ば
、

次
期

「
区

の
あ

り
方

基
本

方
針

」
の

検
討

の
中

で
、

自
主

的
・

主
体

的
な

区
政

運
営

費
と

区
の

特
性

に
応

じ
た

ま
ち

づ
く

り
事

業
費

の
区

分
、

財
源

、
基

金
と

の
関

係
に

つ
い

て
改

め
て

見
直

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

4
1

経
済

局
地

域
商

業
課

3
6

-
-

※
次

行
に

お
い

て
合

わ
せ

て
記

載

4
2

経
済

局
地

域
商

業
課

3
9

●

　
優

先
的

な
耐

震
対

策
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

徳
川

公
設

市
場

に
お

い
て

は
、

耐
震

対
策

が
予

定
さ

れ
て

い
な

い
以

上
、

今
後

も
耐

震
上

の
問

題
が

解
消

さ
れ

る
こ

と
は

な
く

、
む

し
ろ

リ
ス

ク
が

増
大

し
続

け
る

こ
と

に
な

る
。

ま
た

、
近

隣
に

民
間

の
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

、
ス

ー
パ

ー
が

多
く

存
在

し
、

徳
川

公
設

市
場

が
廃

止
と

な
っ

て
も

食
料

品
等

の
供

給
の

影
響

が
ほ

ぼ
な

い
と

い
う

の
が

状
況

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
徳

川
公

設
市

場
に

お
い

て
は

耐
震

性
の

懸
念

が
あ

る
こ

と
に

加
え

、
公

設
市

場
の

目
的

で
あ

る
「

消
費

生
活

の
安

定
向

上
」

を
、

民
間

事
業

者
に

よ
り

果
す

こ
と

が
可

能
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

廃
止

す
る

た
め

の
要

件
を

明
確

に
定

め
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

4
3

経
済

局
地

域
商

業
課

4
2

●
　

長
期

間
空

き
店

舗
と

な
っ

て
い

る
公

設
市

場
が

現
在

も
存

在
す

る
た

め
、

改
め

て
有

効
利

用
す

る
よ

う
に

努
め

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
1

観
光

文
化

交
流

局
国

際
交

流
課

4
5

●
　

後
日

、
対

応
方

法
が

適
切

で
あ

っ
た

か
な

ど
を

検
証

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
も

、
委

託
業

者
の

報
告

か
ら

対
応

策
の

実
施

ま
で

、
そ

の
内

容
や

判
断

基
準

を
書

類
と

し
て

作
成

す
る

べ
き

で
あ

る
。

局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

5
2

観
光

文
化

交
流

局
国

際
交

流
課

4
6

●

　
仕

様
書

に
記

載
が

な
け

れ
ば

、
報

告
の

義
務

が
担

保
さ

れ
な

い
こ

と
か

ら
、

貸
出

備
品

の
管

理
を

適
正

に
行

う
た

め
に

も
、

仕
様

書
に

報
告

の
義

務
を

記
載

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

　
ま

た
、

照
合

を
行

っ
た

記
録

が
な

け
れ

ば
、

実
際

に
照

合
を

行
っ

た
証

跡
が

残
ら

な
い

。
報

告
の

信
頼

性
を

担
保

す
る

た
め

に
も

、
照

合
し

た
貸

出
備

品
台

帳
な

ど
を

添
付

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

5
2

観
光

文
化

交
流

局
-

4
6

●

　
同

一
の

監
査

で
同

様
の

意
見

が
あ

っ
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

担
当

課
に

よ
っ

て
措

置
に

差
異

が
あ

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
担

当
課

へ
の

意
見

の
表

現
は

違
う

も
の

の
、

そ
の

趣
旨

を
考

え
れ

ば
、

国
際

交
流

課
は

、
文

化
芸

術
推

進
課

と
同

様
の

措
置

と
な

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
局

内
で

監
査

の
結

果
に

対
す

る
措

置
の

内
容

を
共

有
し

、
監

査
の

結
果

を
有

効
か

つ
効

率
的

に
活

用
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

5
3

観
光

文
化

交
流

局
文

化
芸

術
推

進
課

4
9

●

　
昭

和
3
9
年

に
建

て
ら

れ
た

建
物

で
あ

り
、

平
成

2
3
年

時
の

耐
震

対
策

に
つ

い
て

の
意

見
か

ら
約

1
3

年
、

平
成

2
6
年

の
必

要
な

耐
震

化
や

修
繕

に
つ

い
て

の
指

摘
か

ら
約

1
0
年

経
過

し
た

現
在

も
、

耐
震

対
策

を
施

さ
な

い
ま

ま
施

設
が

運
営

さ
れ

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
、

当
該

施
設

を
存

続
さ

せ
る

と
判

断
し

た
場

合
に

は
、

安
全

に
運

営
す

る
た

め
に

必
要

な
修

繕
は

速
や

か
に

実
施

す
る

べ
き

で
あ

る
。

5
4

観
光

文
化

交
流

局
M
I
C
E
推

進
課

5
2

●
 
 
主

催
者

と
来

場
者

そ
れ

ぞ
れ

の
調

査
を

把
握

す
る

こ
と

は
サ

ー
ビ

ス
向

上
の

た
め

貴
重

な
情

報
で

あ
り

、
実

際
に

も
実

施
が

な
さ

れ
て

い
る

の
で

あ
る

か
ら

、
来

場
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

を
指

定
管

理
者

に
義

務
付

け
る

規
定

を
展

示
場

協
定

書
に

明
記

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

5
5

観
光

文
化

交
流

局
名

古
屋

城
総

合
事

務
所

5
4

●
 
 
実

際
に

物
品

台
帳

と
現

物
の

照
合

を
行

っ
て

い
る

記
録

が
な

け
れ

ば
、

照
合

を
行

っ
た

証
跡

が
確

認
で

き
な

い
。

報
告

の
信

頼
性

を
担

保
す

る
た

め
に

も
、

実
際

に
照

合
を

行
っ

た
物

品
台

帳
の

記
録

を
一

定
期

間
保

存
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
1

環
境

局
工

場
課

5
6

●

　
保

全
用

部
品

の
管

理
に

つ
い

て
は

、
受

入
記

録
だ

け
で

な
く

払
出

記
録

も
確

実
に

把
握

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
　

指
摘

に
対

す
る

措
置

と
し

て
は

、
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

帳
簿

上
の

棚
卸

だ
け

で
な

く
、

定
期

的
に

実
地

棚
卸

を
実

施
す

る
べ

き
で

あ
る

。

7
1

健
康

福
祉

局
介

護
保

険
課

5
8

●

　
連

帯
納

付
義

務
者

と
し

て
は

、
抽

出
処

理
時

点
に

お
け

る
介

護
世

帯
の

世
帯

主
が

記
載

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

と
こ

ろ
、

介
護

保
険

法
第

 
1
3
2
条

第
 
2
項

、
第

 
3
項

に
規

定
す

る
連

帯
納

付
義

務
者

は
、

世
帯

主
の

み
な

ら
ず

、
被

保
険

者
の

配
偶

者
も

こ
れ

に
含

ま
れ

る
。

　
そ

の
た

め
、

世
帯

主
の

み
を

出
力

し
て

し
ま

う
と

、
上

記
の

配
偶

者
に

対
す

る
催

告
が

実
施

さ
れ

な
い

お
そ

れ
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

対
象

と
な

る
連

帯
納

付
義

務
者

全
て

が
出

力
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

巻
末
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局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

7
1

健
康

福
祉

局
介

護
保

険
課

5
8

●

　
連

帯
納

付
義

務
者

に
対

す
る

催
告

に
関

し
、

催
告

等
を

実
施

し
な

い
理

由
に

つ
い

て
も

、
各

区
か

ら
提

出
が

あ
る

と
こ

ろ
、

そ
の

理
由

と
し

て
「

近
日

中
に

納
付

予
定

の
為

」
「

非
居

住
の

為
」

「
納

付
書

発
送

済
み

で
納

付
予

定
」

「
滞

納
処

分
（

差
押

）
予

定
の

た
め

」
な

ど
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

 
 
こ

の
よ

う
な

「
予

定
」

と
さ

れ
た

も
の

等
に

つ
い

て
は

、
適

切
な

債
権

管
理

の
観

点
か

ら
そ

の
後

の
状

況
を

確
認

し
、

進
展

等
が

な
け

れ
ば

、
市

か
ら

改
め

て
各

区
に

対
し

て
連

帯
納

付
義

務
者

に
対

し
て

催
告

す
る

よ
う

指
導

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

7
2

健
康

福
祉

局
介

護
保

険
課

6
1

●

　
名

古
屋

市
介

護
保

険
条

例
第

1
4
条

で
は

、
「

普
通

徴
収

に
係

る
保

険
料

の
納

付
義

務
者

は
、

納
期

限
後

に
そ

の
保

険
料

を
納

付
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
保

険
料

額
に

、
そ

の
納

期
限

の
翌

日
か

ら
納

付
の

日
ま

で
の

期
間

の
日

数
に

応
じ

、
当

該
金

額
が

 
1
,
0
0
0
円

以
上

で
あ

る
と

き
は

当
該

金
額

（
 
1
0
0
円

未
満

の
端

数
は

、
切

り
捨

て
る

。
）

に
年

 
7
.
3
パ

ー
セ

ン
ト

の
割

合
を

乗
じ

て
計

算
し

た
延

滞
金

額
を

加
算

し
て

納
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
以

上
、

延
滞

金
を

徴
収

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
あ

る
か

ら
、

課
に

お
い

て
は

、
各

区
に

存
す

る
延

滞
金

に
つ

き
、

徴
収

状
況

等
を

把
握

し
、

 
1
件

で
も

適
切

な
債

権
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

な
い

事
例

が
発

見
さ

れ
た

際
に

は
、

再
度

指
導

を
す

べ
き

で
あ

る
。

7
3

健
康

福
祉

局
介

護
保

険
課

6
4

●
　

区
に

よ
っ

て
対

応
に

ば
ら

つ
き

が
あ

っ
た

と
こ

ろ
、

適
切

な
債

権
管

理
を

行
う

た
め

に
は

、
健

康
福

祉
局

介
護

保
険

課
か

ら
各

区
に

対
し

て
指

導
に

し
た

が
っ

て
運

用
さ

れ
て

い
る

か
を

確
認

す
べ

き
で

あ
り

、
 
1
件

で
も

未
対

応
の

区
が

存
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
再

び
指

導
す

べ
き

で
あ

る
。

7
4

健
康

福
祉

局
保

険
年

金
課

6
5

●

　
組

合
の

令
和

 
5
年

度
の

歳
入

歳
出

決
算

（
見

込
）

書
に

基
づ

く
財

務
内

容
か

ら
す

る
と

、
本

補
助

金
に

よ
り

対
象

事
業

の
人

件
費

を
補

助
す

る
必

要
性

が
乏

し
い

こ
と

、
ま

た
、

当
該

人
件

費
は

総
務

費
に

計
上

さ
れ

る
な

ど
運

営
費

の
性

格
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
本

補
助

金
は

、
そ

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
4

健
康

福
祉

局
保

険
年

金
課

6
5

●
　

交
付

要
綱

に
お

い
て

、
補

助
金

額
の

上
限

を
設

け
る

こ
と

な
く

予
算

の
範

囲
内

と
定

め
る

の
は

適
切

で
は

な
い

。
補

助
の

必
要

性
と

有
効

性
を

具
体

的
に

検
討

し
た

上
で

、
適

切
な

補
助

範
囲

と
上

限
額

を
交

付
要

綱
に

定
め

る
べ

き
で

あ
る

。

7
5

健
康

福
祉

局
地

域
ケ

ア
推

進
課

6
8

●
　

翌
年

度
に

使
用

す
る

備
品

を
当

年
度

の
備

品
購

入
費

で
購

入
す

べ
き

で
は

な
い

こ
と

に
つ

い
て

、
文

書
で

指
導

監
督

を
す

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

精
算

の
際

に
そ

の
よ

う
な

事
実

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
、

当
該

購
入

に
か

か
る

支
出

を
否

認
し

て
、

委
託

料
の

返
還

を
さ

せ
る

べ
き

で
あ

る
。

7
6

健
康

福
祉

局
地

域
ケ

ア
推

進
課

7
1

●
　

全
て

の
調

査
項

目
を

委
託

業
者

ご
と

に
集

計
し

、
そ

の
結

果
を

委
託

業
者

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

巻
末

5



局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

7
1

健
康

福
祉

局
介

護
保

険
課

5
8

●

　
連

帯
納

付
義

務
者

に
対

す
る

催
告

に
関

し
、

催
告

等
を

実
施

し
な

い
理

由
に

つ
い

て
も

、
各

区
か

ら
提

出
が

あ
る

と
こ

ろ
、

そ
の

理
由

と
し

て
「

近
日

中
に

納
付

予
定

の
為

」
「

非
居

住
の

為
」

「
納

付
書

発
送

済
み

で
納

付
予

定
」

「
滞

納
処

分
（

差
押

）
予

定
の

た
め

」
な

ど
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

 
 
こ

の
よ

う
な

「
予

定
」

と
さ

れ
た

も
の

等
に

つ
い

て
は

、
適

切
な

債
権

管
理

の
観

点
か

ら
そ

の
後

の
状

況
を

確
認

し
、

進
展

等
が

な
け

れ
ば

、
市

か
ら

改
め

て
各

区
に

対
し

て
連

帯
納

付
義

務
者

に
対

し
て

催
告

す
る

よ
う

指
導

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

7
2

健
康

福
祉

局
介

護
保

険
課

6
1

●

　
名

古
屋

市
介

護
保

険
条

例
第

1
4
条

で
は

、
「

普
通

徴
収

に
係

る
保

険
料

の
納

付
義

務
者

は
、

納
期

限
後

に
そ

の
保

険
料

を
納

付
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
保

険
料

額
に

、
そ

の
納

期
限

の
翌

日
か

ら
納

付
の

日
ま

で
の

期
間

の
日

数
に

応
じ

、
当

該
金

額
が

 
1
,
0
0
0
円

以
上

で
あ

る
と

き
は

当
該

金
額

（
 
1
0
0
円

未
満

の
端

数
は

、
切

り
捨

て
る

。
）

に
年

 
7
.
3
パ

ー
セ

ン
ト

の
割

合
を

乗
じ

て
計

算
し

た
延

滞
金

額
を

加
算

し
て

納
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
以

上
、

延
滞

金
を

徴
収

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
あ

る
か

ら
、

課
に

お
い

て
は

、
各

区
に

存
す

る
延

滞
金

に
つ

き
、

徴
収

状
況

等
を

把
握

し
、

 
1
件

で
も

適
切

な
債

権
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

な
い

事
例

が
発

見
さ

れ
た

際
に

は
、

再
度

指
導

を
す

べ
き

で
あ

る
。

7
3

健
康

福
祉

局
介

護
保

険
課

6
4

●
　

区
に

よ
っ

て
対

応
に

ば
ら

つ
き

が
あ

っ
た

と
こ

ろ
、

適
切

な
債

権
管

理
を

行
う

た
め

に
は

、
健

康
福

祉
局

介
護

保
険

課
か

ら
各

区
に

対
し

て
指

導
に

し
た

が
っ

て
運

用
さ

れ
て

い
る

か
を

確
認

す
べ

き
で

あ
り

、
 
1
件

で
も

未
対

応
の

区
が

存
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
再

び
指

導
す

べ
き

で
あ

る
。

7
4

健
康

福
祉

局
保

険
年

金
課

6
5

●

　
組

合
の

令
和

 
5
年

度
の

歳
入

歳
出

決
算

（
見

込
）

書
に

基
づ

く
財

務
内

容
か

ら
す

る
と

、
本

補
助

金
に

よ
り

対
象

事
業

の
人

件
費

を
補

助
す

る
必

要
性

が
乏

し
い

こ
と

、
ま

た
、

当
該

人
件

費
は

総
務

費
に

計
上

さ
れ

る
な

ど
運

営
費

の
性

格
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
本

補
助

金
は

、
そ

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
4

健
康

福
祉

局
保

険
年

金
課

6
5

●
　

交
付

要
綱

に
お

い
て

、
補

助
金

額
の

上
限

を
設

け
る

こ
と

な
く

予
算

の
範

囲
内

と
定

め
る

の
は

適
切

で
は

な
い

。
補

助
の

必
要

性
と

有
効

性
を

具
体

的
に

検
討

し
た

上
で

、
適

切
な

補
助

範
囲

と
上

限
額

を
交

付
要

綱
に

定
め

る
べ

き
で

あ
る

。

7
5

健
康

福
祉

局
地

域
ケ

ア
推

進
課

6
8

●
　

翌
年

度
に

使
用

す
る

備
品

を
当

年
度

の
備

品
購

入
費

で
購

入
す

べ
き

で
は

な
い

こ
と

に
つ

い
て

、
文

書
で

指
導

監
督

を
す

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

精
算

の
際

に
そ

の
よ

う
な

事
実

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
、

当
該

購
入

に
か

か
る

支
出

を
否

認
し

て
、

委
託

料
の

返
還

を
さ

せ
る

べ
き

で
あ

る
。

7
6

健
康

福
祉

局
地

域
ケ

ア
推

進
課

7
1

●
　

全
て

の
調

査
項

目
を

委
託

業
者

ご
と

に
集

計
し

、
そ

の
結

果
を

委
託

業
者

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

7
7

健
康

福
祉

局
保

護
課

7
2

●

　
指

摘
へ

の
対

応
と

し
て

、
延

滞
金

の
免

除
の

活
用

を
含

め
た

運
用

の
見

直
し

を
継

続
し

て
検

討
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
事

務
負

担
増

大
の

懸
念

な
ど

か
ら

検
討

が
難

航
し

て
い

る
状

況
も

理
解

で
き

る
。

慎
重

に
議

論
を

重
ね

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

で
は

あ
る

が
、

指
摘

か
ら

既
に

 
5
年

を
経

過
し

て
お

り
、

今
後

は
運

用
開

始
を

目
指

し
て

、
意

見
を

取
り

ま
と

め
る

た
め

の
期

限
を

設
け

て
検

討
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

8
1

子
ど

も
青

少
年

局
保

育
運

営
課

7
5

●

　
特

殊
勤

務
手

当
第

2
4
条

第
 
1
項

の
柱

書
の

「
次

に
掲

げ
る

業
務

を
本

務
と

し
て

行
う

当
該

職
員

の
業

務
と

す
る

。
」

を
「

次
に

掲
げ

る
業

務
と

す
る

。
」

に
改

正
し

、
同

項
 
4
号

を
「

保
育

所
に
お

い
て

保
育

士
、

保
育

員
、

看
護

師
又

は
准

看
護

師
が

行
う

障
害

児
（

名
古

屋
市

障
害

児
保

育
指

導
委

員
会

に
よ

り
障

害
児

保
育

の
対

象
で

あ
る

と
認

定
さ

れ
た

児
童

及
び

園
長

が
認

定
児

と
同

程
度

の
心

身
の

障
害

を
有

す
る

と
認

め
る

児
童

を
い

う
。

）
の

保
育

又
は

看
護

の
業

務
」

と
改

正
し

た
上

で
、

障
害

児
が

い
る

保
育

所
に

お
け

る
全

て
で

は
な

く
、

障
害

児
の

保
育

又
は

看
護

の
業

務
を

本
務

と
す

る
職

員
が

当
該

業
務

に
従

事
し

た
日

数
に

応
じ

て
福

祉
業

務
手

当
を

支
給

す
べ

き
で

あ
る

。

9
1

住
宅

都
市

局
ま

ち
づ

く
り

企
画

課
7
8

●

　
包

括
外

部
監

査
に

お
け

る
指

摘
か

ら
1
0
年

超
が

経
過

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
が

、
暫

定
的

な
活

用
が

進
ん

で
い

な
い

状
況

で
あ

る
。

　
ま

た
、

現
状

は
事

業
化

推
進

を
検

討
し

て
い

る
段

階
で

あ
り

、
都

市
計

画
の

決
定

ま
で

の
期

間
を

踏
ま

え
る

と
、

仮
に

事
業

化
が

な
さ

れ
る

と
し

て
も

相
当

程
度

の
期

間
は

現
状

の
ま

ま
の

状
況

が
継

続
す

る
と

思
わ

れ
る

こ
と

か
ら

、
改

め
て

暫
定

的
な

利
活

用
の

方
法

を
具

体
的

に
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

9
2

住
宅

都
市

局
住

宅
管

理
課

7
9

●

　
住

環
境

に
関

す
る

よ
り

よ
い

公
共

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
観

点
か

ら
、

利
用

者
の

声
を

き
く

た
め

に
住

宅
管

理
業

務
の

満
足

度
を

調
査

す
る

趣
旨

か
ら

す
る

と
、

窓
口

対
応

に
つ

い
て

の
満

足
度

と
併

せ
て

調
査

を
実

施
す

る
の

み
で

は
回

答
数

が
少

な
く

、
ま

た
、

住
宅

管
理

業
務

に
関

す
る

具
体

的
な

項
目

を
複

数
項

目
列

挙
す

る
よ

う
な

形
で

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

っ
て

い
な

い
た

め
、

十
分

な
効

果
が

得
ら

れ
る

よ
う

な
ア

ン
ケ

ー
ト

に
な

っ
て

い
な

い
。

 
 
窓

口
対

応
と

併
せ

た
住

宅
管

理
業

務
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
加

え
て

、
全

戸
を

対
象

と
し

た
住

宅
管

理
業

務
に

関
す

る
具

体
的

な
項

目
を

複
数

項
目

列
挙

す
る

よ
う

な
形

で
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

定
期

的
に

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

9
3

住
宅

都
市

局
名

港
開

発
振

興
課

8
1

●

　
継

続
的

な
運

航
に

向
け

、
改

め
て

今
後

の
中

長
期

的
な

収
支

計
画

を
作

成
す

る
と

と
も

に
官

民
の

役
割

分
担

を
明

確
に

し
た

上
で

、
収

支
改

善
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 
 
に

ぎ
わ

い
創

出
や

そ
れ

に
伴

う
経

済
効

果
と

い
っ

た
運

航
業

務
の

収
支

に
は

反
映

さ
れ

て
い

な
い

効
果

な
ど

、
費

用
対

効
果

を
検

証
し

、
効

果
的

な
事

業
の

実
施

に
努

め
ら

れ
た

い
。

巻
末

6



局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

1
0

1
緑

政
土

木
局

緑
地

管
理

課
8
4

●

　
「

都
市

公
園

内
に

存
在

す
る

社
寺

等
一

覧
」

に
記

載
さ

れ
て

い
る

各
々

の
土

地
に

つ
い

て
、

当
該

宗
教

的
施

設
の

性
格

、
当

該
運

営
主

体
の

性
格

、
当

該
土

地
が

無
償

で
当

該
施

設
の

敷
地

の
用

に
供

さ
れ

る
に

至
っ

た
経

緯
、

当
該

土
地

利
用

の
具

体
的

態
様

、
地

域
住

民
の

認
識

、
こ

れ
ら

に
対

す
る

一
般

人
の

評
価

等
、

諸
般

の
事

情
を

考
慮

し
、

当
該

土
地

の
利

用
提

供
行

為
が

違
憲

状
態

か
ど

う
か

の
可

能
性

を
個

別
に

検
討

す
る

と
と

も
に

、
現

況
が

違
憲

状
態

で
あ

る
場

合
に

は
、

売
却

、
有

償
貸

与
、

無
償

譲
与

と
い

っ
た

違
憲

状
態

を
解

消
す

る
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

調
査

・
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

1
0

2
緑

政
土

木
局

緑
地

管
理

課
9
4

●

　
諏

訪
公

園
は

、
昭

和
3
1
年

の
都

市
公

園
法

施
行

の
日

に
お

い
て

都
市

公
園

と
な

っ
て

い
た

の
で

あ
る

か
ら

、
昭

和
5
1
年

の
改

正
法

の
施

行
の

際
に

公
告

が
な

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

と
し

て
も

、
改

正
後

の
都

市
公

園
法

に
基

づ
く

都
市

公
園

と
な

る
。

　
市

が
諏

訪
公

園
を

都
市

公
園

と
し

て
公

告
し

て
い

な
い

か
ら

都
市

公
園

で
は

な
い

と
い

う
考

え
は

誤
り

で
あ

り
、

諏
訪

公
園

を
都

市
公

園
と

し
て

扱
う

べ
き

で
あ

る
。

1
1

1
上

下
水

道
局

経
営

企
画

課
9
6

●

　
平

成
2
2
年

度
に

お
い

て
水

道
料

金
を

値
下

げ
し

て
以

降
、

令
和

 
6
年

度
ま

で
1
4
年

以
上

も
の

間
料

金
改

定
が

行
わ

れ
な

か
っ

た
事

実
を

踏
ま

え
、

少
な

く
と

も
今

後
に

お
い

て
は

答
申

に
記

載
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、

「
料

金
水

準
に

つ
い

て
は

、
経

営
計

画
の

改
定

等
に

あ
わ

せ
て

経
営

状
況

や
資

金
状

況
の

見
通

し
を

た
て

た
上

で
、

維
持

管
理

費
な

ど
通

常
の

費
用

の
ほ

か
資

産
維

持
費

も
含

め
た

適
切

な
水

準
に

料
金

改
定

を
継

続
的

に
行

う
」

こ
と

や
、

「
料

金
体

系
に

つ
い

て
は

、
使

用
者

負
担

の
激

変
に

つ
い

て
も

考
慮

し
つ

つ
、

水
需

要
構

造
の

変
化

に
対

応
し

た
経

営
の

持
続

性
と

負
担

の
公

平
性

が
両

立
で

き
る

体
系

を
目

指
し

て
漸

進
的

に
見

直
し

を
行

う
」

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

持
続

可
能

な
上

下
水

道
事

業
の

運
営

を
意

識
し

、
経

営
計

画
の

策
定

な
ど

に
合

わ
せ

て
定

期
的

に
料

金
改

定
の

検
討

を
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

1
1

2
上

下
水

道
局

労
務

課
9
9

●
　

過
去

に
文

書
及

び
口

頭
に

て
注

意
喚

起
し

、
遅

延
防

止
の

徹
底

を
図

っ
た

の
み

で
は

継
続

的
に

指
摘

事
項

へ
の

実
質

的
な

対
応

が
な

さ
れ

る
こ

と
が

担
保

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
毎

年
の

研
修

等
で

周
知

徹
底

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

1
1

3
上

下
水

道
局

浄
水

管
理

課
1
0
0

●
　

指
摘

か
ら

こ
れ

ま
で

の
間

に
措

置
す

べ
き

事
象

が
発

生
し

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
が

、
次

回
の

更
新

時
に

指
摘

さ
れ

た
内

容
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

対
応

の
考

え
方

や
方

向
性

を
文

書
化

し
て

保
存

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

1
1

4
上

下
水

道
局

資
産

活
用

課
1
0
3

●

　
担

当
課

に
お

い
て

利
活

用
の

方
法

は
検

討
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
確

認
で

き
た

が
、

包
括

外
部

監
査

で
の

指
摘

か
ら

1
0
年

超
が

経
過

し
て

い
る

も
の

の
土

地
の

有
効

活
用

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
は

改
善

さ
れ

て
い

な
い

。
現

状
に

お
い

て
も

建
設

予
定

時
期

は
令

和
3
0
年

頃
を

見
込

ん
で

お
り

、
こ

の
ま

ま
の

状
況

が
続

け
ば

長
期

間
利

活
用

が
な

さ
れ

な
い

状
況

が
継

続
さ

れ
る

こ
と

と
な

る
。

市
街

化
調

整
区

域
に

は
あ

る
も

の
の

国
道

沿
い

の
土

地
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
よ

り
実

現
可

能
性

の
あ

る
貸

付
契

約
の

内
容

を
検

討
す

る
な

ど
、

ス
ピ

ー
ド

感
を

も
っ

て
配

水
場

建
設

ま
で

の
有

効
活

用
を

行
う

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

巻
末

7



局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

1
0

1
緑

政
土

木
局

緑
地

管
理

課
8
4

●

　
「

都
市

公
園

内
に

存
在

す
る

社
寺

等
一

覧
」

に
記

載
さ

れ
て

い
る

各
々

の
土

地
に

つ
い

て
、

当
該

宗
教

的
施

設
の

性
格

、
当

該
運

営
主

体
の

性
格

、
当

該
土

地
が

無
償

で
当

該
施

設
の

敷
地

の
用

に
供

さ
れ

る
に

至
っ

た
経

緯
、

当
該

土
地

利
用

の
具

体
的

態
様

、
地

域
住

民
の

認
識

、
こ

れ
ら

に
対

す
る

一
般

人
の

評
価

等
、

諸
般

の
事

情
を

考
慮

し
、

当
該

土
地

の
利

用
提

供
行

為
が

違
憲

状
態

か
ど

う
か

の
可

能
性

を
個

別
に

検
討

す
る

と
と

も
に

、
現

況
が

違
憲

状
態

で
あ

る
場

合
に

は
、

売
却

、
有

償
貸

与
、

無
償

譲
与

と
い

っ
た

違
憲

状
態

を
解

消
す

る
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

調
査

・
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

1
0

2
緑

政
土

木
局

緑
地

管
理

課
9
4

●

　
諏

訪
公

園
は

、
昭

和
3
1
年

の
都

市
公

園
法

施
行

の
日

に
お

い
て

都
市

公
園

と
な

っ
て

い
た

の
で

あ
る

か
ら

、
昭

和
5
1
年

の
改

正
法

の
施

行
の

際
に

公
告

が
な

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

と
し

て
も

、
改

正
後

の
都

市
公

園
法

に
基

づ
く

都
市

公
園

と
な

る
。

　
市

が
諏

訪
公

園
を

都
市

公
園

と
し

て
公

告
し

て
い

な
い

か
ら

都
市

公
園

で
は

な
い

と
い

う
考

え
は

誤
り

で
あ

り
、

諏
訪

公
園

を
都

市
公

園
と

し
て

扱
う

べ
き

で
あ

る
。

1
1

1
上

下
水

道
局

経
営

企
画

課
9
6

●

　
平

成
2
2
年

度
に

お
い

て
水

道
料

金
を

値
下

げ
し

て
以

降
、

令
和

 
6
年

度
ま

で
1
4
年

以
上

も
の

間
料

金
改

定
が

行
わ

れ
な

か
っ

た
事

実
を

踏
ま

え
、

少
な

く
と

も
今

後
に

お
い

て
は

答
申

に
記

載
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、

「
料

金
水

準
に

つ
い

て
は

、
経

営
計

画
の

改
定

等
に

あ
わ

せ
て

経
営

状
況

や
資

金
状

況
の

見
通

し
を

た
て

た
上

で
、

維
持

管
理

費
な

ど
通

常
の

費
用

の
ほ

か
資

産
維

持
費

も
含

め
た

適
切

な
水

準
に

料
金

改
定

を
継

続
的

に
行

う
」

こ
と

や
、

「
料

金
体

系
に

つ
い

て
は

、
使

用
者

負
担

の
激

変
に

つ
い

て
も

考
慮

し
つ

つ
、

水
需

要
構

造
の

変
化

に
対

応
し

た
経

営
の

持
続

性
と

負
担

の
公

平
性

が
両

立
で

き
る

体
系

を
目

指
し

て
漸

進
的

に
見

直
し

を
行

う
」

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

持
続

可
能

な
上

下
水

道
事

業
の

運
営

を
意

識
し

、
経

営
計

画
の

策
定

な
ど

に
合

わ
せ

て
定

期
的

に
料

金
改

定
の

検
討

を
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

1
1

2
上

下
水

道
局

労
務

課
9
9

●
　

過
去

に
文

書
及

び
口

頭
に

て
注

意
喚

起
し

、
遅

延
防

止
の

徹
底

を
図

っ
た

の
み

で
は

継
続

的
に

指
摘

事
項

へ
の

実
質

的
な

対
応

が
な

さ
れ

る
こ

と
が

担
保

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
毎

年
の

研
修

等
で

周
知

徹
底

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

1
1

3
上

下
水

道
局

浄
水

管
理

課
1
0
0

●
　

指
摘

か
ら

こ
れ

ま
で

の
間

に
措

置
す

べ
き

事
象

が
発

生
し

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
が

、
次

回
の

更
新

時
に

指
摘

さ
れ

た
内

容
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

対
応

の
考

え
方

や
方

向
性

を
文

書
化

し
て

保
存

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

1
1

4
上

下
水

道
局

資
産

活
用

課
1
0
3

●

　
担

当
課

に
お

い
て

利
活

用
の

方
法

は
検

討
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
確

認
で

き
た

が
、

包
括

外
部

監
査

で
の

指
摘

か
ら

1
0
年

超
が

経
過

し
て

い
る

も
の

の
土

地
の

有
効

活
用

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
は

改
善

さ
れ

て
い

な
い

。
現

状
に

お
い

て
も

建
設

予
定

時
期

は
令

和
3
0
年

頃
を

見
込

ん
で

お
り

、
こ

の
ま

ま
の

状
況

が
続

け
ば

長
期

間
利

活
用

が
な

さ
れ

な
い

状
況

が
継

続
さ

れ
る

こ
と

と
な

る
。

市
街

化
調

整
区

域
に

は
あ

る
も

の
の

国
道

沿
い

の
土

地
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
よ

り
実

現
可

能
性

の
あ

る
貸

付
契

約
の

内
容

を
検

討
す

る
な

ど
、

ス
ピ

ー
ド

感
を

も
っ

て
配

水
場

建
設

ま
で

の
有

効
活

用
を

行
う

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

1
1

5
上

下
水

道
局

料
金

課
1
0
5

●
　

現
行

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

上
で

は
支

払
督

促
の

実
施

を
検

討
す

る
対

象
者

の
条

件
と

し
て

漏
水

の
有

無
を

考
慮

す
る

記
載

と
は

な
っ

て
い

な
い

。
漏

水
の

事
実

を
考

慮
し

て
支

払
督

促
の

要
否

を
決

定
す

る
運

用
を

行
っ

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

そ
の

旨
を

記
載

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

1
1

6
上

下
水

道
局

料
金

課
1
0
7

●

　
誓

約
書

等
の

入
手

状
況

に
つ

い
て

は
都

度
実

施
す

る
給

水
停

止
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

て
確

認
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

当
該

方
法

で
は

誓
約

書
等

の
徴

収
が

網
羅

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
を

事
後

的
に

検
証

す
る

こ
と

が
容

易
に

で
き

な
い

。
　

営
業

事
務

手
続

で
は

「
原

則
と

し
て

誓
約

書
等

を
徴

す
る

」
と

し
て

い
る

た
め

、
例

外
的

な
ケ

ー
ス

も
想

定
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

誓
約

書
等

の
入

手
の

網
羅

性
及

び
入

手
し

て
い

な
い

場
合

の
営

業
所

に
よ

る
承

認
の

実
施

を
担

保
す

る
た

め
に

も
、

給
水

停
止

を
保

留
し

て
い

る
対

象
者

に
つ

い
て

誓
約

書
等

の
入

手
状

況
を

記
録

す
る

等
個

々
の

状
況

を
確

認
で

き
る

よ
う

に
し

、
入

手
さ

れ
て

い
な

い
場

合
に

は
営

業
所

の
承

認
を

受
け

て
い

る
こ

と
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
1

7
上

下
水

道
局

経
理

課
1
0
9

●

　
地

方
公

営
企

業
会

計
に

お
い

て
は

過
年

度
の

資
産

計
上

を
修

正
す

る
場

合
、

そ
の

時
点

に
お

け
る

過
年

度
損

益
修

正
益

も
し

く
は

過
年

度
損

益
修

正
損

と
し

て
計

上
し

、
貸

借
対

照
表

に
計

上
さ

れ
て

い
る

金
額

が
あ

る
べ

き
金

額
と

な
る

よ
う

に
会

計
処

理
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

　
本

ケ
ー

ス
で

は
、

平
成

1
8
年

度
の

監
査

に
お

け
る

指
摘

を
受

け
た

際
に

、
そ

れ
以

降
の

期
間

で
減

価
償

却
費

を
修

正
す

る
会

計
処

理
を

行
っ

て
い

る
が

、
本

来
は

先
の

指
摘

を
受

け
た

時
点

に
お

い
て

、
当

該
時

点
に

お
け

る
減

価
償

却
超

過
額

を
過

年
度

損
益

修
正

益
と

し
て

計
上

す
る

と
と

も
に

、
減

価
償

却
累

計
額

を
変

更
す

べ
き

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

1
1

8
上

下
水

道
局

経
理

課
1
1
1

●

　
地

方
公

営
企

業
会

計
に

お
い

て
は

過
年

度
の

資
産

計
上

を
修

正
す

る
場

合
、

そ
の

時
点

に
お

け
る

過
年

度
損

益
修

正
益

も
し

く
は

過
年

度
損

益
修

正
損

と
し

て
計

上
し

、
貸

借
対

照
表

に
計

上
さ

れ
て

い
る

金
額

が
あ

る
べ

き
金

額
と

な
る

よ
う

に
会

計
処

理
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

　
本

ケ
ー

ス
で

は
、

過
年

度
に

固
定

資
産

の
取

得
原

価
に

算
入

し
た

支
払

利
息

の
影

響
が

残
る

中
で

減
価

償
却

計
算

を
現

在
も

行
っ

て
い

る
が

、
本

来
は

平
成

1
8
年

度
の

監
査

に
お

け
る

指
摘

を
受

け
た

際
に

、
固

定
資

産
の

取
得

原
価

に
算

入
し

た
支

払
利

息
を

取
得

原
価

か
ら

控
除

す
る

と
と

も
に

、
正

し
い

取
得

原
価

に
基

づ
く

減
価

償
却

費
を

計
算

し
た

上
で

、
先

の
指

摘
を

受
け

た
時

点
に

お
け

る
減

価
償

却
費

計
上

後
の

資
産

計
上

額
を

算
定

し
、

実
際

に
計

上
し

て
い

る
固

定
資

産
金

額
と

の
差

額
に

つ
い

て
過

年
度

損
益

修
正

損
と

し
て

計
上

す
べ

き
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

1
2

1
消

防
局

総
務

課
1
1
3

●
　

適
正

に
業

務
内

容
が

引
き

継
が

れ
る

よ
う

に
事

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

書
類

を
作

成
し

て
周

知
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
巻

末
8



局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

1
3

1
中

川
区

民
生

子
ど

も
課

1
1
5

●

　
以

前
の

指
摘

と
同

様
の

事
象

が
発

生
し

て
い

た
が

、
既

に
複

数
人

で
確

認
す

る
な

ど
の

対
策

を
済

ま
せ

て
い

る
。

担
当

職
員

の
多

忙
が

原
因

と
の

こ
と

で
あ

り
、

今
後

も
同

様
の

事
象

が
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
、

毎
年

度
の

決
算

時
に

決
裁

者
が

必
ず

行
う

チ
ェ

ッ
ク

項
目

と
す

る
な

ど
、

課
内

体
制

を
整

え
て

再
発

防
止

を
図

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

1
3

2
緑

区
市

民
課

1
1
7

●

　
緑

区
で

は
、

「
準

則
」

に
し

た
が

っ
て

事
務

を
執

り
行

う
こ

と
を

定
め

た
「

市
民

課
現

金
収

納
事

務
取

扱
要

領
」

を
制

定
し

運
用

し
て

い
る

が
、

緑
区

以
外

の
区

、
支

所
に

お
い

て
緑

区
と

同
様

の
要

領
が

存
在

し
て

い
な

い
こ

と
を

鑑
み

る
に

、
「

準
則

」
に

も
明

記
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、

「
準

則
」

は
最

低
の

基
準

を
明

記
し

て
い

る
に

す
ぎ

な
い

。
個

々
の

現
場

状
況

に
合

わ
せ

て
ア

レ
ン

ジ
す

る
こ

と
を

求
め

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

緑
区

市
民

課
に

お
い

て
は

現
場

の
職

員
が

困
る

こ
と

の
な

い
よ

う
に

実
情

に
合

わ
せ

て
よ

り
詳

細
な

「
要

領
」

を
制

定
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
3

3
天

白
区

総
務

課
1
2
2

●
　

公
印

使
用

記
録

簿
へ

の
記

載
は

、
原

則
ど

お
り

、
「

公
印

の
押

印
と

一
連

の
流

れ
」

で
行

う
べ

き
で

あ
る

。
仮

に
、

業
務

の
都

合
に

よ
り

そ
れ

が
困

難
で

あ
っ

た
と

し
て

も
、

遅
く

と
も

そ
の

公
印

押
印

を
し

た
日

の
業

務
時

間
内

に
は

記
録

を
す

べ
き

で
あ

る
。

1
4

1
教

育
委

員
会

学
校

保
健

課
1
2
4

●

　
公

会
計

化
の

必
要

性
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
0
年

及
び

2
1
年

当
時

か
ら

変
わ

る
も

の
で

は
な

い
。

ま
た

、
文

部
科

学
省

で
は

、
「

学
校

給
食

費
徴

収
・

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

策
定

し
、

2
0
1
9
年

 
7
月

に
公

表
す

る
と

と
も

に
、

全
国

の
地

方
公

共
団

体
に

対
し

当
該

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
適

宜
活

用
し

て
公

会
計

化
を

推
進

す
る

よ
う

通
知

し
て

い
る

。
こ

う
し

た
状

況
を

踏
ま

え
、

教
育

委
員

会
に

お
い

て
も

公
会

計
化

へ
の

移
行

を
進

め
て

い
る

が
、

公
会

計
化

が
で

き
る

限
り

早
期

に
実

現
す

る
よ

う
、

学
校

徴
収

金
の

シ
ス

テ
ム

化
な

ど
環

境
整

備
を

確
実

に
実

施
す

べ
き

で
あ

る
。

1
4

2
教

育
委

員
会

学
校

保
健

課
1
2
6

●

　
本

件
覚

書
で

は
、

教
育

委
員

会
の

事
務

及
び

公
益

財
団

法
人

名
古

屋
市

教
育

ス
ポ

ー
ツ

振
興

団
の

事
務

が
記

載
さ

れ
て

い
る

に
す

ぎ
ず

、
各

事
務

が
ど

の
よ

う
な

法
的

根
拠

に
基

づ
い

て
な

さ
れ

て
い

る
の

か
は

未
だ

不
明

確
で

あ
る

。
　

ま
た

、
覚

書
第

 
1
条

 
1
項

 
2
号

に
は

「
保

護
者

か
ら

徴
収

し
た

給
食

費
を

、
毎

月
（

 
8
月

を
除

く
）

乙
に

支
払

う
事

務
」

と
さ

れ
、

同
条

 
2
項

に
は

「
甲

は
、

前
項

各
号

の
事

務
事

業
を

各
学

校
長

に
行

わ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
」

と
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

保
護

者
に

対
す

る
給

食
費

の
徴

収
事

務
の

主
体

は
規

定
さ

れ
て

い
な

い
。

　
そ

の
た

め
、

徴
収

事
務

が
滞

っ
た

時
、

最
終

的
に

法
的

権
限

を
行

使
し

う
る

主
体

が
一

義
的

に
明

確
で

は
な

い
こ

と
は

従
前

と
変

わ
る

も
の

で
は

な
い

。
　

し
た

が
っ

て
、

公
会

計
化

に
あ

わ
せ

て
各

契
約

関
係

に
つ

い
て

も
、

契
約

書
等

に
よ

っ
て

明
確

に
規

律
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

巻
末

9



局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

1
3

1
中

川
区

民
生

子
ど

も
課

1
1
5

●

　
以

前
の

指
摘

と
同

様
の

事
象

が
発

生
し

て
い

た
が

、
既

に
複

数
人

で
確

認
す

る
な

ど
の

対
策

を
済

ま
せ

て
い

る
。

担
当

職
員

の
多

忙
が

原
因

と
の

こ
と

で
あ

り
、

今
後

も
同

様
の

事
象

が
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
、

毎
年

度
の

決
算

時
に

決
裁

者
が

必
ず

行
う

チ
ェ

ッ
ク

項
目

と
す

る
な

ど
、

課
内

体
制

を
整

え
て

再
発

防
止

を
図

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

1
3

2
緑

区
市

民
課

1
1
7

●

　
緑

区
で

は
、

「
準

則
」

に
し

た
が

っ
て

事
務

を
執

り
行

う
こ

と
を

定
め

た
「

市
民

課
現

金
収

納
事

務
取

扱
要

領
」

を
制

定
し

運
用

し
て

い
る

が
、

緑
区

以
外

の
区

、
支

所
に

お
い

て
緑

区
と

同
様

の
要

領
が

存
在

し
て

い
な

い
こ

と
を

鑑
み

る
に

、
「

準
則

」
に

も
明

記
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、

「
準

則
」

は
最

低
の

基
準

を
明

記
し

て
い

る
に

す
ぎ

な
い

。
個

々
の

現
場

状
況

に
合

わ
せ

て
ア

レ
ン

ジ
す

る
こ

と
を

求
め

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

緑
区

市
民

課
に

お
い

て
は

現
場

の
職

員
が

困
る

こ
と

の
な

い
よ

う
に

実
情

に
合

わ
せ

て
よ

り
詳

細
な

「
要

領
」

を
制

定
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
3

3
天

白
区

総
務

課
1
2
2

●
　

公
印

使
用

記
録

簿
へ

の
記

載
は

、
原

則
ど

お
り

、
「

公
印

の
押

印
と

一
連

の
流

れ
」

で
行

う
べ

き
で

あ
る

。
仮

に
、

業
務

の
都

合
に

よ
り

そ
れ

が
困

難
で

あ
っ

た
と

し
て

も
、

遅
く

と
も

そ
の

公
印

押
印

を
し

た
日

の
業

務
時

間
内

に
は

記
録

を
す

べ
き

で
あ

る
。

1
4

1
教

育
委

員
会

学
校

保
健

課
1
2
4

●

　
公

会
計

化
の

必
要

性
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
0
年

及
び

2
1
年

当
時

か
ら

変
わ

る
も

の
で

は
な

い
。

ま
た

、
文

部
科

学
省

で
は

、
「

学
校

給
食

費
徴

収
・

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

策
定

し
、

2
0
1
9
年

 
7
月

に
公

表
す

る
と

と
も

に
、

全
国

の
地

方
公

共
団

体
に

対
し

当
該

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
適

宜
活

用
し

て
公

会
計

化
を

推
進

す
る

よ
う

通
知

し
て

い
る

。
こ

う
し

た
状

況
を

踏
ま

え
、

教
育

委
員

会
に

お
い

て
も

公
会

計
化

へ
の

移
行

を
進

め
て

い
る

が
、

公
会

計
化

が
で

き
る

限
り

早
期

に
実

現
す

る
よ

う
、

学
校

徴
収

金
の

シ
ス

テ
ム

化
な

ど
環

境
整

備
を

確
実

に
実

施
す

べ
き

で
あ

る
。

1
4

2
教

育
委

員
会

学
校

保
健

課
1
2
6

●

　
本

件
覚

書
で

は
、

教
育

委
員

会
の

事
務

及
び

公
益

財
団

法
人

名
古

屋
市

教
育

ス
ポ

ー
ツ

振
興

団
の

事
務

が
記

載
さ

れ
て

い
る

に
す

ぎ
ず

、
各

事
務

が
ど

の
よ

う
な

法
的

根
拠

に
基

づ
い

て
な

さ
れ

て
い

る
の

か
は

未
だ

不
明

確
で

あ
る

。
　

ま
た

、
覚

書
第

 
1
条

 
1
項

 
2
号

に
は

「
保

護
者

か
ら

徴
収

し
た

給
食

費
を

、
毎

月
（

 
8
月

を
除

く
）

乙
に

支
払

う
事

務
」

と
さ

れ
、

同
条

 
2
項

に
は

「
甲

は
、

前
項

各
号

の
事

務
事

業
を

各
学

校
長

に
行

わ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
」

と
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

保
護

者
に

対
す

る
給

食
費

の
徴

収
事

務
の

主
体

は
規

定
さ

れ
て

い
な

い
。

　
そ

の
た

め
、

徴
収

事
務

が
滞

っ
た

時
、

最
終

的
に

法
的

権
限

を
行

使
し

う
る

主
体

が
一

義
的

に
明

確
で

は
な

い
こ

と
は

従
前

と
変

わ
る

も
の

で
は

な
い

。
　

し
た

が
っ

て
、

公
会

計
化

に
あ

わ
せ

て
各

契
約

関
係

に
つ

い
て

も
、

契
約

書
等

に
よ

っ
て

明
確

に
規

律
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

1
4

3
教

育
委

員
会

学
校

保
健

課
1
2
9

●

　
名

古
屋

市
教

育
委

員
会

と
公

益
財

団
法

人
名

古
屋

市
教

育
ス

ポ
ー

ツ
協

会
と

の
間

の
委

託
関

係
に

つ
い

て
覚

書
が

締
結

さ
れ

て
い

る
が

、
本

件
覚

書
で

は
、

教
育

委
員

会
の

事
務

及
び

公
益

財
団

法
人

名
古

屋
市

教
育

ス
ポ

ー
ツ

振
興

団
の

事
務

が
記

載
さ

れ
て

い
る

に
す

ぎ
ず

、
各

事
務

が
ど

の
よ

う
な

法
的

根
拠

に
基

づ
い

て
な

さ
れ

て
い

る
の

か
は

未
だ

不
明

確
で

あ
る

。
　

ま
た

、
覚

書
第

 
1
条

 
1
項

 
2
号

に
は

「
保

護
者

か
ら

徴
収

し
た

給
食

費
を

、
毎

月
（

 
8
月

を
除

く
）

乙
に

支
払

う
事

務
」

と
さ

れ
、

同
条

 
2
項

に
は

「
甲

は
、

前
項

各
号

の
事

務
事

業
を

各
学

校
長

に
行

わ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
」

と
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

保
護

者
に

対
す

る
給

食
費

の
徴

収
事

務
の

主
体

は
規

定
さ

れ
て

い
な

い
。

　
そ

の
た

め
、

徴
収

事
務

が
滞

っ
た

時
、

最
終

的
に

法
的

権
限

を
行

使
し

う
る

主
体

が
一

義
的

に
明

確
で

は
な

い
こ

と
は

従
前

と
変

わ
る

も
の

で
は

な
い

。
　

し
た

が
っ

て
、

公
会

計
化

に
あ

わ
せ

て
各

契
約

関
係

に
つ

い
て

も
、

契
約

書
等

に
よ

っ
て

明
確

に
規

律
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
4

4
教

育
委

員
会

学
校

保
健

課
1
3
1

●

　
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
は

令
和

 
5
年

に
西

区
の

小
学

校
で

発
生

し
た

事
例

に
つ

い
て

、
徴

収
す

べ
き

世
帯

に
徴

収
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ず
、

ま
た

、
徴

収
す

べ
き

で
な

い
世

帯
か

ら
徴

収
を

一
定

期
間

継
続

す
る

と
と

も
に

、
差

額
を

自
ら

立
て

替
え

て
支

払
っ

て
い

た
事

実
か

ら
す

る
と

、
「

私
会

計
」

で
学

校
給

食
費

を
管

理
す

る
場

合
の

難
点

で
あ

る
①

教
員

に
管

理
回

収
に

つ
い

て
多

大
な

労
力

を
か

け
さ

せ
ス

ト
レ

ス
を

与
え

る
、

②
立

替
え

や
他

費
の

流
用

が
起

こ
り

や
す

く
な

る
と

の
点

が
顕

在
化

し
た

事
例

で
あ

る
と

思
料

さ
れ

る
た

め
、

早
期

の
公

会
計

化
が

必
要

で
あ

る
。

教
育

委
員

会
に

お
い

て
公

会
計

に
移

行
す

る
方

向
で

進
め

て
い

る
以

上
、

公
会

計
化

が
で

き
る

限
り

早
期

に
実

現
す

る
よ

う
、

学
校

徴
収

金
の

シ
ス

テ
ム

化
な

ど
環

境
整

備
を

確
実

に
実

施
す

べ
き

で
あ

る
。

1
4

5
教

育
委

員
会

教
育

セ
ン

タ
ー

1
3
3

●

　
研

修
を

対
面

で
実

施
す

る
こ

と
に

意
味

が
あ

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
が

、
令

和
 
3
年

か
ら

令
和

 
5

年
に

か
け

て
の

受
講

率
か

ら
も

明
ら

か
な

よ
う

に
、

オ
ン

デ
マ

ン
ド

方
式

と
対

面
方

式
で

は
受

講
率

に
差

が
生

じ
て

い
る

。
　

そ
こ

で
、

対
面

方
式

で
の

出
席

を
原

則
と

し
つ

つ
も

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
方

式
を

併
用

す
る

こ
と

で
、

そ
も

そ
も

未
受

講
者

を
減

ら
し

て
い

く
制

度
を

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

1
4

6
教

育
委

員
会

学
事

課
1
3
6

●
　

文
書

で
一

度
通

知
す

る
の

み
で

は
、

適
正

に
通

知
内

容
が

引
き

継
が

れ
な

い
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
、

学
校

徴
収

金
マ

ニ
ュ

ア
ル

及
び

学
校

徴
収

金
監

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
明

記
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
4

7
教

育
委

員
会

-
1
3
7

●
　

今
後

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

、
学

校
事

務
の

手
引

き
【

管
財

編
】

に
明

記
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

巻
末

1
0



局
名

課
名

頁
指

摘
意

見
内

容
番

号

1
4

8
教

育
委

員
会

鶴
舞

中
央

図
書

館
1
3
9

●

　
「

早
期

に
デ

ジ
タ

ル
化

完
了

ま
で

の
現

実
的

な
計

画
を

立
案

す
る

必
要

が
あ

る
。

」
と

の
指

摘
に

対
し

て
、

「
現

実
的

な
計

画
」

に
変

更
し

た
が

、
事

業
開

始
か

ら
1
0
年

か
け

て
調

査
を

完
了

さ
せ

る
と

い
う

も
の

で
あ

り
、

「
早

期
に

デ
ジ

タ
ル

化
完

了
」

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
の

措
置

が
な

さ
れ

た
と

は
言

い
難

い
。

こ
の

事
業

は
、

デ
ジ

タ
ル

化
し

た
も

の
が

公
開

さ
れ

て
初

め
て

意
味

を
成

す
も

の
で

あ
る

。
災

害
は

い
つ

発
生

す
る

か
分

か
ら

な
い

た
め

、
で

き
る

と
き

に
で

き
る

だ
け

の
こ

と
を

進
め

る
こ

と
を

し
な

け
れ

ば
、

こ
の

事
業

そ
の

も
の

の
存

在
意

義
が

問
わ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

 
 
教

育
委

員
会

は
、

調
査

が
完

了
し

た
分

に
つ

い
て

の
予

算
要

求
を

す
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

デ
ジ

タ
ル

化
費

用
を

 
5
年

に
分

け
て

毎
年

予
算

要
求

す
る

の
に

対
し

て
、

デ
ー

タ
公

開
費

用
は

 
5
年

分
を

一
括

で
要

求
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

た
め

、
た

と
え

予
算

措
置

が
な

さ
れ

た
と

し
て

も
、

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

も
の

が
市

民
に

公
開

さ
れ

る
の

は
、

 
5
年

後
で

あ
る

。
 
 
調

査
が

完
了

し
た

分
に

つ
い

て
、

毎
年

、
デ

ジ
タ

ル
化

さ
れ

た
も

の
が

市
民

に
公

開
さ

れ
る

よ
う

な
計

画
を

立
案

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

1
4

3
6

1
4

3
8

【
総

論
】

【
各

論
】

指
摘

・
意

見
合

計

【
各

論
】

指
摘

・
意

見
数

巻
末

1
1


